
ダイオキシン類測定結果

　環境処理センターの排ガ
ス、焼却灰、バグ灰（集塵機

捕集灰）中のダイオキシン
類の測定調査を行いまし
た。数値(平成17年度測定

値)は、法で規制された基
準（規制値）を全てクリア
しています。

3

総務費教育費土木費民生費公債費

44,202円56,228円63,981円84,685円132,799円
商工費諸支出金議会費消防費衛生費

1,435円1,779円4,235円12,667円33,132円
合計災害復旧費労働費農林水産業費予備費

436,693円

88円179円184円1,099円

◆「源氏物語」原典を読む講座

３月27日(月)10時～12時　 市民セン
ター 401室　 京都橘大学教授・鈴木紀
子氏　 800円　 直接会場へ　 谷崎

潤一郎記念館( 23-5852）

◆芦屋市吹奏楽連盟定期演奏会

３月26日(日)13時～16時(12時30分開
場）　 ルナ・ホール　 潮見コミスク金管
バンド・精道中学校吹奏楽部・山手中学校吹

奏楽部・潮見中学校吹奏楽部・県立芦屋国際
中等教育学校吹奏楽部・県立芦屋高等学校
吹奏楽部・県立国際高等学校吹奏楽部・芦屋

市吹奏楽団　 学校教育課( 38-2087)

◆ヨット・カヌー講座受講生募集
５～９月(土・日)※４月７日(金)受付開

始　 芦屋浜で、１日体験初心者ヨットス
クール・親子で楽しむカヌー教室等７講座
開講　  2,150～12,900円　 ＆ 海洋体

育館( 32-2255)

法人市民税･事業所税（1月31日決算の法
人等）／ 課税課管理担当 38-2015

◆日曜日の納税と納付相談

３月19日・26日(日)９時～17時　 市
税の納付相談(課税内容の照会・申告はで
きません)※北館地下１階（西側）入口か

ら会場へ。車で来庁の場合は、南館玄関前
の駐車スペースをご利用ください　 ＆
収税課( 38-2014）

◆子育てセンターからのお知らせ
４月から、現在の精道幼稚園内にある

子育てセンターの場所が、下記のとおり
移転します。【移転先】旧大原デイサービ
スセンター (大原町23-1 31-8006)　

こども課( 38-2045)

◆特別手配被疑者に関する情報提供を

　平成７年３月20日、死者12人・負傷者
５千人以上の犠牲者をだした地下鉄サ
リン事件から１１年が経過しようとして

います。警察は教団のテロ事件等に対す
る捜査を強力に推進し、これまでに松本
被告をはじめとする教団幹部および信

者合わせて５百人以上を検挙しました。
しかしながら、警察庁指定特別手配被疑
者である平田信、高橋克也、菊地直子の

３人は依然として逃走しています。警察
としては、この特別手配被疑者３人の発
見・検挙を最重要課題として全国警察を

挙げた追跡捜査をおこなっています。こ
れからも広く国民の皆さんに情報提供
等の協力をお願いします。

芦屋警察署( 23-0110または110番)

●凡例… 日時(日程)、所会場・場所、内内容、人対象・定員、師講師、出出演、
　　　　 費用(記載の無い催しは無料)、 持ち物、 申し込み、 問い合わせ

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX22-6924

(〒659-0068 業平町8-24)

問い合わせ 
　ラポルテ市民サービスコーナー　緯31-3130

お気軽にご利用ください

■窓口ご利用時間
　平日(月～金曜日)　午前10時～午後７時
　土・日・祝日　　　午前10時～午後５時
■休業日　３月16日(木)・４月13日(木)・20(木)
■交付内容　住民票の写し､印鑑登録証明書、
　戸籍全部・個人事項証明書、市民税県民税
　課税証明書、固定資産課税台帳記載事項証
　明書等
【ご注意】土・日・祝日と、平日の午後５時
　　　　15分以降、戸籍謄抄本・税務証明等
　　　　は取り次ぎで発行します。各種届出
　　　　・登録の手続きは、市役所市民課へ。

毎月20日は

「阪神地域ノーマイカーデー」

環境にやさしいドライブマナーを

２
広報あしや●　平成18年(2006年) ３ 月15日号　No.936

簡易耐震診断推進事業
－平成18年度分の申し込みを受け付けます－

　この事業は、わが家の地震に対する安全性を確認するため、申込者の一部負担により

簡易耐震診断を受けることができるものです。また、この事業により耐震性が劣ると診
断された場合、一定の条件を満たすことにより、県が実施している「わが家の耐震改修
促進事業」の制度を使って耐震改修計画策定費・耐震改修工事費の一部に対し、助成を

受けることができます。
■対　　象　昭和56年５月31日以前に着工した住宅(平成12～14年度に実施した「わが
 　　家の耐震診断推進事業」で診断を受けた住宅は対象外)　

■個人負担　3,000円（木造戸建て住宅の場合）
■申し込み　下記へ

※｢ng-TEQ/m3N｣は１m3N中･｢ng-TEQ/g｣は１g中の含有量で､10億分の１g

注１)バグ灰は薬剤処理をしているため、規制値は適用されません

単位：ng-TEQ/m3N

規制値測定結果測定日区分

１
0.018５月27日排ガス(１号)
0.016９月９日排ガス(２号)

規制値測定結果測定日区分
３0.000051

９月14日
焼却灰

注１0.060   バグ灰

■日　時　４月８日(土)午後１時30分～３時
■会　場　市民センター音楽室　

■出　演　明日香都(元宝塚歌劇団)
 福島洋一(ピアノ）　
■曲　目　慕情・ベルサイユのバラ・ダニーボーイ 

 すみれの花咲く頃　ほか　
■参加費　600円
■申し込み　住所・氏名・電話番号・参加人 

 数を記入し、はがきかファクスで 
 24日（金）までに下記へ

春の公民館講座

■日時　４月５日(水)午前10時～

11時45分　■会場　ルナ・ホール
■テーマ　「十五少年漂流記の真
実を探る　～作者・ヴェンヌの隠

された意図か？～」園田学園女子
大学教授・田辺眞人氏　■定員　
先着600人　■参加料　300円　■

申し込み　直接会場へ

問い合わせ　公民館　緯35-0700

開講記念講演会 　戦後60年が経過し、戦争を体験した皆さんの証言を聞く機会がますます

少なくなる中で、戦争がいかに悲惨で許すことのできないものであるかを、次世
代へ語り継ぐことが急がれています。一人ひとりの体験がすべて貴重な証言で
す。お寄せいただいた体験記等は、平和展等の資料として活用します。

■募集内容　①戦中・戦後の市内での自らの体験や肉親などから直接聞いた体験
　　　　　　　談、出来事など／②戦中・戦後に市内に居住(学童疎開を含む)
　　　　　　していたかたの体験談／③戦争関連資料など

■応募方法　５月末日までに、①②については、2000字以内で、住所・氏名
　　　　　　  ・年齢・電話番号を記入し、下記へ。
　　　　　　 ※③は、現在あるいは当時市内に在住・在勤のかたが対象。

　　　　　　※応募にあたっての匿名不可。ただし、資料公開時は匿名可。

戦争体験記等を募集します

■市民１人当たりに使われるお金は436,693円
　※財源内訳…市税226,643円、繰入金49,372円、市債47,689円、

　　国庫支出金27,878円、その他の収入85,111円

明日香　都

我が家の家計に置き換えてみたら(年収800万円の場合)

　■歳入を例えてみると

　■歳出を例えてみると

※自主財源とは市税収入を中心に、自らの権限（条例・規則）で決めて収入することができる使用料、手数料などをいいます。一方、義
務的経費とは、市が任意に削減できず必ず発生する経費であり、この家計の場合には、毎月の給料にボーナスを加えて支払っても不

足額が発生するために、預貯金を取り崩したり、先祖代々の土地を一部売払ったりして一時的な収入を得ながらやりくりしている
ことになります。

一般会計予算額(千円)

22,113,733
市税、分担金・負担金、
使用料・手数料収入

自
主
財
源 6,726,567

財産収入・寄附金・繰
入金，その他の収入

6568,800
国・県支出金・地方交

付税・地方譲与税など
依
存
財
源 4,340,900市債

39,750,000歳入の合計

家計に置き換えた場合の収入(円)

１カ月あたり年間

370,8804,450,563給料・ボーナスなど

112,8151,353,774
財産処分や預貯金
の取りくずしなど

110,1691,322,023親からの援助など

72,803873,640借金

666,6678,000,000収入の合計

割合

55.7%

16.9%

16.5%

10.9%

100.0%

一般会計予算額(千円)

8,315,942人件費
義
務
的
経
費

2,944,073扶助費

12,088,007公債費

4,866,285物件費

5,105,814
維持補修費

普通建設事業費

4,427,489繰出金

1,864,190
補助費等

出資金・貸付金

38,200積立金

100,000予備費

39,750,000歳入の合計

家計に置き換えた場合の支出(円)

１カ月あたり年間

139,4711,673,649食費・税金など

49,376592,518医療費など

202,7342,432,806借金の返済

81,615979,378
光熱水費や電話代
日用品代など

85,6321,027,585
自宅の増改築費や

補修工事費など

74,256891,067
子どもへの仕送りや

お小遣いなど

31,265375,183兄弟への援助

6417,688貯金

1,67720,126
不意の出来事への

備え

666,6678,000,000支出の合計

割合

20.9%

7.4%

30.4%

12.2%

12.9%

11.1%

4.7%

0.1%

0.3%

100.0%

公民館・音楽会

スプリングコンサート

単位：ng-TEQ/g

問い合わせ　建築指導課　 38-2114

問い合わせ　環境処理センター施設担当　 32-5391

田辺　眞人　氏

問い合わせ　行政経営課　 38-2005

児童センター

■日時　３月28日(火)
　　　　①午前10時30分～11時
　　　　　30分

　　　　②午後２時～３時
■会場　上宮川文化センター
■内容　グリム童話「金の鳥」

■定員　①②各100人
■申し込み　直接会場へ

映 画 会

問い合わせ　

上宮川文化センター　 22-9229

３月31日まで

※１月１日現在の推計人口

　91,025人で試算しました

「下水」の水質検査結果 下水処理場　緯32-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】
不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的
酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

活性汚泥
法処理に
よる基準

平成18年２月８日平成18年１月26日
　　　　　 試験日
試験項目

晴れ曇り天　　　候
7.3℃5.0℃気　　　温

処理水流入水処理水流入水検　水　名
17.815.917.916.8水　　　温（℃）

5.8～8.66.77.66.77.7Ｐ　　　Ｈ
70以下31365160Ｓ　　　Ｓ（葵/渥）
20以下7.116710198Ｂ　Ｏ　Ｄ（葵/渥）

3,000以下058000140,000大腸菌群数（個/悪）
　前　日　雪/曇り
前々日　雪/雨

前　日　曇り
前々日　曇り

備　　　　　 　考

ラポルテ市民サービスコーナー
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収
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よ
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を
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一
般
会
計
の
予
算
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・
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と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
歳
入
】

　

歳
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
市
税
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
、
全
体
の
五
十
一
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
税
制
改
正
の
影
響

や
景
気
の
回
復
を
反
映
し
、
約
六
億
七
千
九

百
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
は
繰
入
金
で
、
約
三
億
九
百

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主

な
要
因
は
、
予
算
の
収
支
不
足
額
を
補
う
た

め
の
基
金
（
貯
金
）
と
、
公
債
費
（
借
入
金
の

返
済
）
に
充
て
る
た
め
の
基
金
の
取
り
く
ず

し
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
依

然
と
し
て
相
当
額
の
基
金
を
取
り
く
ず
し

て
財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
収
支
の
均
衡
を

図
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

三
番
目
に
多
い
の
は
市
債
（
借
入
金
）
で
、

【安全と環境に配慮したまちづくり】（抜粋）
安　全

　小・中学校耐震整備事業  44,500
　防犯パトロール 1,810
　地域防災推進支援事業 2,000

　洪水ハザードマップ作成業務  7,020
　危機管理個別マニュアル作成業務  3,300
　防災士・兵庫防災リーダー育成事業 210

　都市防災総合推進事業 26,600
　公営住宅等簡易型火災感知器設置事業 8,720
　自動体外式除細動器（AED）導入 3,600

　「1.17は忘れない」地域防災訓練事業補助 320
　簡易耐震診断推進事業 1,740

環　境

　環境問題啓発事業 9,000
　交通バリアフリー基本構想策定経費 7,510
　都市緑化推進事業 9,890

【生活環境関係事業】
　コミュニティバス事業調査検討経費  3,500
【保健・福祉関係事業】

　阪神打出駅エレベーター設置事業 43,000
　新設保育所整備事業 31,000
　みどり学級施設整備事業 50,000

【教育・文化関係事業】
　学習指導補助教員配置事業  6,000
　精道小学校校舎整備事業 1,359,410

　国民体育大会開催経費 140,430
【都市基盤整備関係事業】
　南芦屋浜地区道路整備事業 1,152,000

【その他】
　優良建築物等整備事業補助 75,430

平成18年度の主な事業予定 (単位：千円) 

平成18年度予算案

区　分
一般会計

特別会計
　国民健康保険事業
　下水道事業

　公共用地取得費
　都市再開発事業
　老人保健医療事業

　駐車場事業
　介護保険事業
　宅地造成事業

企業会計
　病院事業
　上水道事業

財産区会計
　 合 計　

予算額
 397億5,000万円

 293億9,810万円
 81億3,000万円
 38億1,000万円

 27億2,300万円
 2,220万円
 82億600万円

 ３億140万円
 54億5,500万円
 ７億5,050万円

 76億7,597万円
 47億1,553万円
 29億6,044万円

 ９億910万円
 777億3,317万円

増減率(%)
△0.8

△7.1
4.3
0.3

△21.8
0.9

△1.1

2.0
17.4

△77.4

△14.3
△20.6
△1.7

0.0
△4.7

る
を
制
す
」
こ

と
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
平
成

十
八
年
度
は
引

き
続
き
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る

行
政
経
費
の
節

減
合
理
化
に
努

め
、
財
政
再
建

を
確
実
な
も
の

に
し
て
い
く
と

と
も
に
、
限
ら

れ
た
財
源
の
一

層
効
率
的
な
運

用

を

図

り
、

「
安
全
」
と
「
環

境
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
新

規
事
業
に
も
着

手
す
る
こ
と
に

よ
り
あ
ら
た
な

活
力
の
創
造
へ

と
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

問い合わせ　財政課　 38-2011

財政再建とともに「安全と環境」に配慮した予算


